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＜インドネシア・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2020 年 11 月 6 日 

インドネシア 7-9 月期の GDP 成長率、 

4-6 月期に続いてマイナス 

 

インドネシア中央統計局が発表した7-9月期のGDP成長率は前年同期比-3.49％と、

4-6月期（第２四半期）に続いてマイナス成長となり、リセッション（景気後退局面）入りし

た。 

 

政府支出が拡大した一方、家計最終消費支出（同-4.04％）や投資等の総固定資本

形成（同-6.48％）は依然として低調だが、4-6月期より落ち込み幅は改善した。業種別

ではGDP寄与度が最大（19.86％）の「製造」は同-4.31％だったが、2番目に大きい

（14.68％）の「農林水産」は同+2.15％とプラスになった。 

 

政府は2020年通期のGDP成長率を-0.6％～-1.7％と予測している。 

 

 

以上 

情報提供用資料 

出所：インドネシア中央統計局  
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